
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ

は
じ
め
に　
　

２

第
１
章　

生
き
づ
ら
さ
と
と
も
に
歩
い
た
暗
闇
ト
ン
ネ
ル

「
心
の
痛
み
の
ケ
ア
」
よ
り
も
「
一
緒
に
過
ご
す
」
こ
と
が
大
事
な
お
年
頃　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
　

12

「
自
分
の
痛
み
」
と
「
他ひ

と人
の
痛
み
」
を
考
え
る
う
え
で
大
切
な
こ
と　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

15

周
り
の
評
価
を
気
に
し
て
、
期
待
に
応
え
る
完
璧
主
義
ガ
ー
ル
が
誕
生
し
た
理
由
（
わ
け
）　

――
―
―
　

19

「
自
己
理
解
」
が
も
た
ら
す
も
の
と
は　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

22

「
過
去
の
経
験
」
と
「
心
や
体
」
が
今
と
未
来
の
自
分
に
教
え
て
く
れ
る
こ
と　

――
―
―
―
―
―
―
―
　

25



第
２
章　

良
好
な
人
間
関
係
構
築
の
コ
ツ
：
思
考
編

自
己
否
定
は
自
分
を
い
じ
め
る
行
為　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

30

〝
人
と
比
べ
て
し
ま
う
〟
裏
に
隠
れ
て
い
る
も
の　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

34

他
者
に
認
め
ら
れ
た
い
欲
求
と
の
付
き
あ
い
方　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

37

何
か
を
犠
牲
に
し
た
土
台
は
脆
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

40

他
者
で
は
得
ら
れ
な
い
「
自
分
と
の
闘
い
」
で
得
ら
れ
る
プ
ラ
イ
ス
レ
ス
な
も
の　

――
―
―
―
―
―
　

43

「
べ
き
思
考
」
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
る
と
見
失
っ
て
し
ま
う
大
切
な
も
の　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

46

第
３
章　

良
好
な
人
間
関
係
構
築
の
コ
ツ
：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編

「
思
い
込
み
」
が
関
係
崩
壊
の
引
き
金
に
な
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

52

相
手
の
本
音
を
引
き
だ
す
秘
訣　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

56

「
嫌
味
」
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

60



「
察
し
て
」
よ
り
も
「
具
体
的
」
が
断
然
い
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

63

過
度
な
謙
遜
よ
り
も
受
け
取
り
上
手
が
愛
さ
れ
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

67

言
い
負
か
す
よ
り
も
視
野
を
広
げ
た
も
の
勝
ち　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

71

親
し
き
仲
に
も
「
個
」
の
尊
重　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

75

第
４
章　

良
好
な
人
間
関
係
構
築
の
コ
ツ
：
行
動
編

「
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
」
の
本
当
の
意
味　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

80

感
謝
の
気
持
ち
、
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
？　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

83

（
い
い
意
味
で
）
期
待
し
な
い
け
ど
信
じ
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

86

自
分
を
俯
瞰
す
る
力
を
身
に
つ
け
よ
う　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

90

人
へ
の
「
信
頼
」
が
好
循
環
を
生
み
だ
す
理
由　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

94



第
５
章　

毎
日
を
心
軽
や
か
に
、
穏
や
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
く
た
め
に

自
分
を
好
き
で
い
る
た
め
の
マ
イ
ル
ー
ル
を
持
と
う　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

100

「
あ
り
の
ま
ま
」
と
は
「
曖
昧
さ
を
受
け
入
れ
る
」
こ
と　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

103

「
新
た
な
自
分
と
の
出
会
い
」
と
は　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

107

自
分
が
変
わ
る
と
周
り
の
世
界
も
変
わ
っ
て
い
く　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

110

自
分
も
他
人
も
尊
重
す
る
優
し
い
世
界　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
　

114

お
わ
り
に　
　

119


